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あとがき

３月11日に東北・関東を襲った大地震と津波は，未曾有の大惨事を惹き起こすことと

なってしまった。津波の恐ろしさは想像を絶するものであり，テレビに映る，まるで65

年前の大空襲の後の東京のような，跡形もなく破壊された海沿いの町々の様子は，まっ

たく信じられない光景であった。その後，津波が押し寄せてきて町を飲み込んでいく様

が，テレビでも繰り返し報道されるにつれ，津波というものの姿がみえてきて，その破

壊力の恐ろしさが理解できるようになった。津波以外の何が，これほど広い範囲の町を

一瞬にして破壊しつくし，これほどまで多くの人命を奪っていくことができるであろう

か。犠牲者の数が日に日に増えていく中，どのような言葉でその突然中断された命に哀

悼の念を捧げればよいのか，どのようにすれば残された方々と悲しみを分かち合うこと

ができるのか，胸が張り裂けるような思いを禁じ得ぬまま，犠牲者の方々のご冥福を祈

り続けている毎日である。

それにも増して悲しいのは，原子力発電所の危機的事故によって，地震や津波の災害

に追い討ちをかけられて避難された方々の存在である。原子力の平和利用という旗の下，

原子の火を制御できる力を得たと信じていた人類も，自然の破壊力の前にはまったく手

も足も出ないことを，これほどまで思い知らせてくれることはない。連日連夜放映され

ていく福島原発事故のニュースに，日本中の人々は，限りない不安といいようのない憤

りを抱き続けている。

そんな中で腹立たしいのは，無用の不安をあおるようなネット情報の氾濫である。天

皇が京都御所に避難されたというデマに踊らされて，一斉に東京から京都へのexodus

が始まったり，今回の地震はユダヤ人が仕掛けた海底爆弾によるものだといって，ユダ

ヤ人に対する偏見をあおったりするのは，言語道断であるが，首都圏におけるガソリン

や水，パンなどの買い占め行動にも，ネット情報の扇動的な発言によるところが大きい

ように思われる。信頼できない政府の発表に対し，一般の人々が一抹の不安を抱く気持

ちはよくわかるが，それをあおるような情報を流す人々には怒りを感じる。

私には，半世紀も前，大学教養学部時代に机を並べたクラスメートのメール網があり，

地震と津波の被害の有無と安否の確認から始まったメールのやり取りが，原発事故以来

はこの事件に関する情報交換になり，毎日全員に何通ものメールが来る。生物学者，原

子力科学者，物理学者，環境学者，植物肥料学者，さまざまな分野のエキスパートたち

が直に伝えてくれる貴重な意見や，参考になるさまざまな情報・資料が得られるという

ことで，私自身は比較的冷静に事態の経過を見守っていることができている。今回の大

災害は，情報の渦の中でわれわれはどう判断し，どう行動できるのかということを，再認

識させる機会になった。君子和而不同 小人同而不和。古人の知恵は今でも有用である。

（岩田 誠)
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